
令和２年度 自己評価計画書 
重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

１ 計画的に授業
及び生活に係
る規律の指導
を徹底し、生
徒の自己調整
力を高めるこ
とにより、自
立した学習習
慣の確立を図
る。 

①  本校の授業心得

を周知し、授業規

律の徹底を図る

ため、校内外の挨

拶を積極的に励

行する。また朝礼

や授業開始時に

ロッカーの上や

机の周りを点検

し、乱れがあれば

片付けさせる。 

学年 

教務 

生徒指導 

生徒会指
導 
保健管理 

挨拶は概ね良好であ

るが明るさと覇気に

欠ける生徒が目立

つ。 

教室・実習棟は整理

された学習環境であ

ると生徒および教員

の９割が感じてい

る。今後も専門高校

教育の場として整理

整頓の意識を強化

し、きめ細かく指導

する必要がある。 

【成果指標】 
生徒および教員が自
ら積極的な挨拶を励
行している。 

毎日、自ら積極的に挨拶する
ことを心がけ、実行している
生徒および教員の割合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 
 

Ｃ・Ｄの場合は、対策
を検討する。 
（７月と１２月に生
徒・教員アンケートを
実施） 

教 

員 

生 

徒 

 

【満足度指標】 
学びの場および指導
の場は整理整頓され、
学習に相応しい環境
となっている。 

私たちの教室は整理整頓さ
れており、学習に相応しい環
境であると感じる生徒およ
び教員の割合が 
 
Ａ ９５％以上 
Ｂ ８５％以上 
Ｃ ７５％以上 
Ｄ ７５％未満 

 

Ｃ・Ｄの場合は、対策
を検討する。 
（７月と１２月に生
徒・教員アンケートを
実施） 教 

員 

生 

徒 

 

②  いじめや不登校
の早期発見・早期
対応に向け、気に
なる情報につい
てはすみやかに
共有する。また必
要に応じて会を
持ち、組織的な対
応を行う。 

教育相談
生徒指導 
学年 

軽率な行動や思い
やりに欠ける言動
を行いながらいじ
めと認識していな
い生徒が年々増加
している。 
学校としていじめ
や不登校に対する
未然防止と早期発
見・対応に重点をお
いている。 

【努力指標】 
生徒に寄り添い、担任
や関係職員と情報交
換を図り、いじめや不
登校の未然防止・早期
発見に取り組んでい
る。 

教職員の情報交換により、問
題の未然防止や早期発見に
努めている教員の割合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８５％以上 
Ｃ ８０％以上 
Ｄ ８０％未満 

Ｃ・Ｄの場合は、新た
な指導方法を検討、実
施する。 
（７月と１２月に教員
アンケートを実施） 教 

員 

  

③  全校集会等を活
用し、定期的な指
導を通して規範
意識の高揚と校
則の遵守を身に
つけさせる。 

生徒指導 
学年 

「容儀」「携帯電話」
や「違反行動」につ
いて、規範意識が薄
い。規則の必要性を
説き、粘り強い指導
が必要な現状であ
る。 

【成果指標】 
生徒自身が校則を主
体的に守る意識が向
上し、指導件数が昨年
度より減少した。 

昨年度と比べ、指導件数が 
 
Ａ ２０％以上減少 
Ｂ １０％以上減少 
Ｃ １０％未満減少 
Ｄ 増加した 

生徒指導課の指導件数
で判断する。 
（昨年度比較） 教 

員 

  



重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

２ 「主体的・対
話的で深い学
び」の実践を
とおして、活
用できる知識
とスキルを育
み、地域に期
待される人材
を育成する。 

①  能動的学習の視
点を取り入れた
授業やＩＣＴを
活用した授業に
取り組み、新しい
授業づくりに挑
戦する。 

教務 
 

多くの教員にiPad 
が配布されたが、あ
まり活用されてい
ない教科・科目があ
る。 

【努力指標】 
生徒が主体的に参加
する授業を目指し、授
業改善に取り組んで
いる。 

ＩＣＴの活用やアクティブ・
ラーニング等の手法を授業
に取り入れている教員の割
合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 

 

Ｃ・Ｄの場合は、、授業
改善の状況、指導法を
検討する。 
（７月と１２月に教員
アンケートを実施） 
 

教 

員 

  

②  質問に対して、根
拠や理由を示し
て答えさせるこ
とで深い学びに
つなげる。 

各教科 学習内容に関わる
ことで、質問された
際、論理的根拠に基
づいた説明や意見
を苦手とする生徒
が多い。 

【満足度指標】 
根拠や理由を示して
答えることで、生徒自
身が学習内容につい
て力がついたと感じ
ている。 

学習内容について力がつい
たと感じている生徒および
教員の割合が 
 
 Ａ ９０％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 
 

Ｃ・Ｄの場合は、授業
改善の状況、指導法を
検討する。 
（７月と１２月に生
徒・教員アンケートを
実施） 
 

教 

員 

生 

徒 

 

③  インターンシッ
プおよび長期企
業実習（デュアル
システム）を通し
て、主体的なコミ
ュニケーション
で問題を解決す
る能力を高める。 

進路指導 
工業科 
商業科 

コミュニケーショ
ンをとりながら、学
びを深めていくこ
とや分からないと
ころを質問するこ
とに苦手な生徒が
目立つ。 

【満足度指標】 
実習を通して、周囲と
積極的にコミュニケ
ーションをとりなが
ら主体的に行動でき
たと感じている。 

インターンシップ・デュアル
システムは、主体的なコミュ
ニケーション能力の向上に
役だったと感じている生徒・
保護者の割合が 
 
 Ａ ９０％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 
 

Ｃ・Ｄの場合は、対策
を検討する。 
（１２月に生徒・保護
者アンケートを実施） 

 

生 

徒 

保
護
者 

④  生徒手帳や資格
カレンダーを活
用し、計画的、主
体的に資格取得
に取り組む力を
育成する。 

教務 
工業科 
商業科 

各種別の検定合格
率は全体的に低下
している。また、上
級試験に挑戦する
生徒も減少してい
る。自主的、主体的
な学習を促すこと
が望まれる。 

【努力指標】 
生徒が主体的に取り
組むよう、授業改善か
ら取り組み、資格取得
に向けて各自に目標
を設定させる。 

資格取得に向けて計画的に
取り組んだと思う生徒・保護
者の割合が 
 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｃ・Ｄの場合は、対策
を検討する。 
（１２月に生徒・保護
者アンケートを実施） 

 

生 

徒 

保
護
者 



重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の教育活
動全体をとお
して、将来の
産業人として
求められる人
間力を磨き、
他を思いやる
人間性を涵養
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  スキルアップタイ
ムやＩＣＴを活用
した学習を通し
て、将来の産業人
として必要な基礎
学力の定着を図
る。 

教務 義務教育で身につ
けておくべき基礎
学力が定着してお
らず、学習意欲に欠
ける生徒もいる。学
力不足の生徒に対
する学習指導の工
夫が急務である。 

【成果指標】 
国語、数学、英語の基
礎的内容を理解し、以
前より基礎学力が向
上している。 

基礎的な内容について学力
が向上したと感じる生徒の
割合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８５％以上 
Ｃ ８０％以上 
Ｄ ８０％未満 

  

Ｃ・Ｄの場合は、対策
を検討する。 
（７月と１２月に生徒
アンケートを実施） 

 
生 

徒 

 

②  生徒一人ひとり
の生徒会活動へ
の参加意識を高
め、行事を通して
人間的成長を図
る。 

生徒会指
導 

生徒会行事には積
極的に参加する生
徒と消極的な生徒
の２極化が見られ
る。 

【満足度指標】 
自らの役割を見つけ
積極的な行動により、
責任を果たすことが
できている。 

生徒会行事（聖実祭、ホーム
対抗行事）で自ら積極的に取
り組んだ生徒の割合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 

Ｃ・Ｄの場合は、行事
の運営方法を検討す
る。 
（１２月に生徒アンケ
ートを実施）  

生 

徒 

 

③  ボランティア活
動に積極的に参
加することで、奉
仕の精神や郷土
愛を育む。 

生徒会指 
導 

「大実ふれあい隊」
を立ち上げ、ボラン
ティア活動の参加
を積極的に推進し
ている。 
昨年度、生徒の60％
が何らかボランテ
ィアに参加したが、
複数回の参加者は
34.3％の状況であ
る。 

【成果指標】 
地域のボランティア
活動に積極的に参加
している。 

年間ボランティア活動に、２
回以上参加した生徒の割合
が 
 
Ａ ８０％以上 
Ｂ ７０％以上 
Ｃ ６０％以上 
Ｄ ６０％未満 

Ｃ・Ｄの場合は、対策
を検討する。 
（１２月に生徒アンケ
ートを実施） 

 

生 

徒 

 

４ 

 

 

 

 

地域の学校に
対する理解を
深めるため、
積極的に本校
の教育活動を
発信する。 
 
 

① 学校ホームペー
ジを活用し、保護
者や地域等への
情報提供を充実
させる。 

教頭 
教務 
総務 
 
 
 
 

昨年度、保護者の
76％から学校ホーム
ページについて好評
を得たが、学校に対
する理解がさらに高
まるよう、情報提供
のあり方を工夫す
る。 

【満足度指標】 
学校ホームページに
よって、本校の教育活
動についてよく理解
できる。 
 

学校ホームページによって、
本校の教育活動について、よ
く理解できると回答した保
護者の割合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８０％以上 
Ｃ ７０％以上 
Ｄ ７０％未満 

Ｃ・Ｄの場合、提供す
る情報内容について検
討する。 
（７月と１２月に保護
者アンケートを実施）   

保
護
者 



 

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考 

５ 職員の効率的
な働き方と時
間外勤務の縮
減を推進し、
ワーク・ライ
フ・バランス
の改善を目指
す。 

① 時間管理の意識を
高め、日頃から生
徒とのコミュニケ
ーションをとる時
間を確保すること
に努める。 

学年 
生徒会指
導 
生徒指導 
進路指導 

教員は、時間管理の
意識を保ちながら業
務を行っている。 

【努力指標】 
教員は生徒と向き合
う時間を確保するよ
う努めている。 

業務の効率化を意識し、生徒
と向き合う時間を確保する
よう努めている教員の割合
が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８５％以上 
Ｃ ８０％以上 
Ｄ ８０％未満 
 

Ｃ・Ｄの場合、対策を
検討する。 
（７月と１２月に教員
アンケートを実施） 

教 

員 

  

② 探す無駄、待たさ
れる無駄、やり過
ぎる無駄を減らす
ことに努める。 

教務 
生徒会指
導 
生徒指導 
進路指導 

年度初めの業務の引
き継ぎでは、口頭で
済ますことが多く、
手探りで仕事を進め
ることが多い。 

【努力指標】 
次年度の担当者へ引
き継ぐことを前提に、
メモ等を残しながら
仕事をしている。 

次年度へ業務を引き継ぐこ
とを前提に置き、メモ等を残
しながら仕事をしている教
員の割合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８５％以上 
Ｃ ８０％以上 
Ｄ ８０％未満 
 

Ｃ・Ｄの場合、新たな
方法を検討、実施する。 
（７月と１２月に教員
アンケートを実施） 
 教 

員 

  

③ 部活動の休養日は
スポーツ科学等の
根拠に基づいて設
定する。 

生徒会指
導 
各顧問 
 

日々、限られた時間
内で効果的な練習や
トレーニングを継続
している。 

【努力指標】 
生徒の実態に合わせ
休養日を効果的に設
定し、部活動の活性化
と技術向上を目指し
ている。 

効果的な休養日を設定して、
毎月の部活動計画を立てて
いる教員の割合が 
 
Ａ ９０％以上 
Ｂ ８５％以上 
Ｃ ８０％以上 
Ｄ ８０％未満 
 

Ｃ・Ｄの場合、部活動
のあり方を検討する。 
（７月と１２月に教員
アンケートを実施） 教 

員 

  


